
令和 5 年 10 月 20 日 

 

令和 5 年度スポーツ振興くじ(toto)助成事業 

実施結果報告 

 

独立行政法人日本スポーツ振興センターは、スポーツ振興くじ(toto)の収益を財源として、 

地方公共団体やスポーツ団体が行うスポーツ活動等に対して助成を実施しています。 

一般社団法人アクション・スポーツ推進委員会では、独立行政法人日本スポーツ振興センタ 

ーからスポーツ振興くじ(toto)助成金をいただき、令和 5 年 9 月 2 日（土）～3 日（日） 

「第 6 回全国ボルダリング小学生競技大会- JAPAN YOUTH BOULDERING 2023 -」を開

催いたしました。 

 

 

 

 

 

  

大会現場写真 



 

  

令和５年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 一般社団法人アクションスポーツ推進委員会

開催場所 葛飾区東金町運動場スポーツクライミングセンター（東京都葛飾区東金町8-31-1）

事業名 第6回全国ボルダリング小学生競技大会-JAPAN YOUTH BOULDERING 2023-

事業の成果
（事業計画書に記載した

「目的及び期待される効果」を
踏まえて記入すること）

第6回の開催となり全国のクライマーからの認知も向上しており、小学生クライマーが目指す
場所になりつつある。また、コロナ禍ではできなかった観戦が自由にできるようになり、親
御さんやクライミング関係者、公園に訪れた一般の方々など、多くの人に観戦していただ
き、過去最高に盛り上がってる様子が感じられた大会となった。参加者の傾向から小学3-4年
生のクライミング普及がなされていないことが見受けられたため、低年齢層の普及施策や募
集活動などに力を入れていかなければならないということがわかり、来季に向けての大きな
収穫となった。

事業に対する評価

低年齢層の参加選手が応募枠に満たない状況となり、参加料収入の減額につながってしまっ
た。また、9月開催のため、暑熱対策を講じるための費用が大きく嵩んでしまい、当初の想定
事業予算を超える大会となってしまった。
参加選手と親御さんからも10月開催にして欲しいという要望が多くあり、今後は10月・11月
の開催になるよう、早くから調整を行う必要がある。
上記のような御意見はあったものの、ほぼ全員の方から大会開催に対しての御礼と、来年開
催の要望をいただいており、価値の高い事業を成し遂げたと実感している。

～ 令和 5

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 令和 5 年 9

共催者

年 9 月 3 日

主催者 一般社団法人アクション・スポーツ推進委員会

月 2 日

募集方法 ホームページにより開催要項を周知し募集

参加対象者
小学3～4年生男女 120名（募集人数 男子：60名 女子：60名）、小学5～6年生男女 120名
（募集人数 男子：60名 女子：60名）

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

1 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

216 人 総参加人数 216 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

男性 104 17 15 1 137

女性 112 10 3 0 125

計 216 27 18 1 262

うち地域住民の参加人数(開催地
に住む方）

50 人 地域住民参加割合 23.1 ％

うち障がい者参加人数 0 人 障がい者参加割合 0.0 ％

実施日における運営スタッフ
（請負業者を除く）平均参加人

数
15 人

参加者に対する
運営スタッフの割合

6.9 ％

緊急体制

くじ助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容
参加枠を昨年から10名増の60名とし、参加料収入を増やした。
スポンサーセールスを強化し、物品提供社を獲得。来期以降の
セールスにつなげた。

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった

HPで参加者募集を告知した
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